
 

「防災教育テキスト」を活用した防災教育 

学 校 名 下関市立安岡中学校 実施時間 学級活動 

１ ねらい 

○ 土砂災害のしくみや災害から身を守る方法を学習することにより、災害に対する正しい知 
識を身に付けるとともに、災害発生時に的確に判断し行動できるようにする。 

 
２ 展開 

学習内容・活動 教師の働きかけ 指導上の留意点 

 
１ 土砂災害について知っ
ていることを挙げる。 

 
 
２ 土砂災害について理解
する。 
・資料を読む。 

 
 
 
 
３ 土砂災害から身を守る
ための方法について考え
る。 
・資料を読む。 
 
・防災マップを使って校 
区内の危険箇所や避難 
場所を確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・災害発生時の避難の留 
意点を考える。 

 
 
 
 
４ 本時の学習内容を振り
返る。 

 
 
 

 
・今年８月２０日に広島市で
発生した大規模な土砂災
害について触れる。 

 
・「防災教育テキスト」(以
下「テキスト」)のＰ３を
読ませる。 

 
 
 
 
 
 
 
・「テキスト」のＰ４を読ま
せる。 

・「下関市防災マップ」及び 
「下関市洪水ハザードマ
ップ」を各班に配付する。 

・それぞれのマップの自分の
家がある場所を確認させ、 
 シールを貼らせる。 

・同様に緊急時の避難場所に 
 シールを貼らせる。 

 
 
 
 
・班ごとに話し合いをさせ、
結果をワークシートにま
とめさせる。 

・「テキスト」Ｐ４とＰ７を
参考にさせる。 

 
・授業の感想と防災について
自分が考えたことをまと
めさせる。 

 
・自然災害の恐さについて理解さ
せる。 

・あまり細かくは触れないように
する。 

・山口県内には土砂災害危険箇所
が22,248箇所あり、全国で３番
目に多いということに触れる。 

・「がけ崩れ」「土石流」「地す
べり」の３種類の土砂災害があ
ることを理解させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・あらかじめ、生徒が住んでいる
地区ごとに６つの班に分けてお
く。 

・机間指導をしながら活動状況を
把握し、必要に応じて助言を加
える。 

・校区内にもたくさんの危険箇所
があることに気付かせる。 

 
・「自分の命は自分で守る」とい
うことを基本に考えさせる。 

 
 
 
 
・自然災害はいつどこで発生する
かわからないこと、そのために
日頃から準備しておかなければ
ならないことを再度確認する。 

 


